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旭川市社会福祉審議会会議内容報告書

〔 令和６年度第１回 民生委員審査専門分科会 〕

開催日時 令和６年７月１日（月）

午後７時１５分から午後８時２０分まで

開催場所 旭川市総合庁舎７階 会議室７Ｆ

会議の名称 令和６年度第１回 旭川市社会福祉審議会 民生委員審査専門分科会

出席者

委員（５名）

浅野 正一委員，石塚 英倶委員，石前 聖香委員

戸嶋 千里委員，谷地元 悦子委員

事務局（４名）
鈴木福祉保険部次長，尾藤福祉保険課主幹

谷口地域福祉係主査，鷲塚地域福祉係主査

傍聴者数等 ０名

議題

（１）専門分科会長の選出について

（２）職務代理者の指名について

（３）本専門分科会の概要等について（情報提供・意見交換）

会 議 内 容

１ 開 会 l 福祉保険部次長から挨拶

※ 専門分科会長選出まで福祉保険課主幹が進行

２ 委員紹介 l 福祉保険課主幹から委員紹介を行った。

※ 終了後併せて事務局職員の紹介を行った。

３ 会議の運営に

ついて

l 地域福祉係主査から資料（会議の運営について）の説明を行った。

l 本件に関する質疑はなく，今後資料に基づき本専門分科会を運営する

ことについて委員の合意を得た。

４ 議題

議題（１） l 福祉保険課主幹から，条例の規定に基づき委員の互選により専門分科

会長を選出する旨を説明した上で，本件について委員に諮った。

l 委員の了解のもと，事務局から石前委員を専門分科会長として選出す

る案を提案し，全会一致の承認に基づき，石前委員が専門分科会長と

して選出された。

l 専門分科会長からの挨拶

これまでの学校現場での活動を通し，各委員が所属する団体とは非常

に多くの関わりを持ち，お世話なってきたことを実感しており，改めて

地域での真摯な活動に対し感謝しているところである。自身の経験を少

しでも役立てられるよう，そして本専門分科会での有意義な協議を経

て，お世話になった地域に少しでも恩返しができるよう努めていきた

い。
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※ 会議成立等 l 本会の出席人数が５名であり，会議の定足数である過半数に達してい

ることについて，専門分科会長から確認・報告があった。

l 本日の専門分科会の会議録の確認については，会長及び会長が指名し

た浅野委員が行うこととなった。

議題（２） l 地域福祉係主査から本件に係る条例上の規定に係る説明を行った。

l 石前専門分科会長の指名により，戸嶋委員が本専門分科会の職務代理

者となった。

議題（３） l 地域福祉係主査から，資料（資料１～４・参考資料１～２）の説明を

行った。

＜委員からの発言は次のとおり＞

l Ａ委員

保護司についても，なり手を探すことが非常に困難な状況となってい

る。民生委員児童委員と同じく年齢に関する要件があるが，単純に年齢

の上限を引き延ばすだけでは解決が難しいものと考えている。また，昨

今の状況を受け，複数名で対象者への支援を行うことも想定していく

中で，担い手不足は深刻な課題となっている。同じ地域で活動する者・

同じ課題を抱える者の目線で，今後議論に参画していきたい。

l Ｂ委員

人権擁護委員を取り巻く状況も民生委員児童委員に同じであると言え

る。また，子どもに関わる仕事をする中で，事の大小の差はあるものの

メディアで報道されるような，子どもが巻き込まれるトラブル・事件が

実際に身近で起こりうることを目の当たりしており，だからこそ，地域

で子どもの育ちを見守り，子どもの気持ちに寄り添っていくことの重要

性を感じているところである。そのような思いを持ちつつ，民生委員児

童委員の今後について考えていきたいと思う。

l C委員
いずれの地区推薦準備会においても，各市民委員会がその構成員とな

ることは多く，その中で，民生委員児童委員の候補者がなかなか決まら

ず対応に苦慮することについて，自身の経験としても痛切に実感してい

る。後任者さがしのため熱心に声をかけて地域を回ってくれる人もいる

のだが，結果に結びつかないことが多い。非常に難しい問題であると捉

えている。

l D委員
同じ民生委員児童委員でも中心部・郊外部など地区によって，地域の

状況や抱えている課題は異なるが，日々の活動において，子どもに関わ

る活動が多くなってきているように感じている。このことからも，比較

的若い世代にも民生委員児童委員になってもらいたいと切に願ってい

る。資料にもあったとおり，委員の年齢構成を見ると，来年の一斉改選

だけではなく，その次･･･さらにその次となると，体制の維持ができる

かと非常に懸念されるところである。本審議会で民生委員児童委員そし

て地域の未来に資する議論をしていきたい。
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５ その他 l 委員から，その他の案件に係る発言はなかった。

l 地域福祉係主査から，本日の会議記録（案）については，事務局で

作成した上で，別途専門分科会長及び D委員に送付することを改めて
確認した。

l 併せて，次回専門分科会は本年１１月頃を予定している旨を説明し，

詳細については別途委員宛に連絡する旨を伝えた。

６ 閉 会


